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①予め表面の「かは」と「中」を折り曲げて「なら」だけを見えるようにセットしておく。
②「中」は曲げたまま、「な」と「ら」の間を伸ばし「なかはら」が見えるようにする。
③次に表面の「中」と裏面の「原」を組み合わせ、「中原」とする。
④いつまでも中原ではいけない等と口上を述べながら、裏面の「原中」だけ見えるようにして、
　　マジック感を醸し出す。
⑤③④を2～3回繰り返した後で「一日も早く…」と言いながらパッと裏面全面を見せて拍手をもらう。
⑥必要に応じて最後にもう一度「なら」に戻して終了とする。


